
・中学部２年生（２日間）、高等部２年生（３日間）、

高等部３年生（就職希望者、５日間）で実施してい

ます。

・生徒たちは、「大きな声であいさつや返事ができる

ようになりたい」「丁寧さとともに速さが大事だと

思った」「体力が必要だと思った」など、様々なこ

とを学ばせていただいています。

・事業主様と相談の上、必

要に応じて職員が付き添

います。

・学校の方でインターンシ

ップ保険に加入します。

みはま支援学校のキャリア教育

和歌山県立みはま支援学校
〒644-0044
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postmaster@mihama-sh.wakayama-c.ed.jp

１学期 ２学期 ３学期

１年
進路希望調査
保護者懇談

卒業生の話を聴く会
保護者懇談
進路希望調査

２年
進路希望調査
保護者懇談

卒業生の話を聴く会
職場体験学習

保護者懇談
進路希望調査
進路ガイダンス

３年
進路希望調査
三者面談

卒業生の話を聴く会
体験入学
学校説明会

進路決定
進路先との連絡会議

１学期 ２学期 ３学期

１年
進路説明会
進路希望調査

卒業生の話を聴く会
職場見学

保護者懇談
進路希望調査

２年
進路希望調査
進路面談

進学先見学
卒業生の話を聴く会

職場体験学習（３日）

進路希望調査
進路面談

３年
進路希望調査
進路面談
現場実習①

進路先見学
卒業生の話を聴く会
現場実習②
就職試験開始

専門学校等入試開始

進路決定

移行支援会議

校内で「模擬カンパニー」を設立

し、商品開発・製作・販売等の活

動をおこなっています。生徒一人

ひとりの社会的・職業的自立に向

けて必要な能力や態度を学んで

います。

みはま支援学校の生徒たちは、障害や病気があって

も地域で働きたいと思っています。

でも、社会経験が乏しかったり、職場で働くことを

イメージしにくかったりする生徒たちが多く、そのよ

うな生徒たちには、実際の職場の様子を見学させてい

ただいたり、仕事を体験させていただく機会はとても

重要だと考えています。

ぜひ、事業主様や職場の皆様にご理解とご協力をい

ただき、本校のインターンシップにお力をお貸しくだ

さいますよう、お願いいたします。



進路希望調査や進路面談を通じて本

人・保護者の進路希望を的確に把握する

ことに努めます。

学力・体力、自己理解、対人関係、コミ

ュニケーション、疾病理解とそのコント

ロールなど社会生活を送る上で必要な

力の育成に努めます。

職場見学や職場体験学習の充実に努め

ます。

ハローワークや就労・生活支援センター

など、関係機関との連携を重視します。

事業所や関係機関に対して様々な機会

を通じて本校や病弱教育に対する理解

を深めてもらえるよう努力します。

卒業するにあたっては、移行支援会議な

どをとおして生徒がスムーズに新生活

に移行できるように支援するとともに

アフターケアの充実に努めます。

進路学習及び教育活動全体をとおして、自己認識や

将来の進路に対する認識を深め、生徒が進路選択が

できるよう、指導・支援をおこなう。

高
３

中学部２年 職場体験学習
「将来の進路や職業について考える」「中

学生らしい礼儀やマナーを身につける」こ

とを目的に、中学部２年生で２日間の職場

体験を行っています。

高等部１年 職場見学

高等部１年生では、「勤労についての理解を深

める」「職業選択の参考にする」ことを目的に、

職場を訪問し見学させていただきます。

高等部２年 職場体験学習

高等部２年生では、「勤労について卒業

後の自分の生活と結びつけて考える」「自

分の課題を発見する」ことを目的に、３日

間の体験学習を行います。

高等部３年 現場実習

目前にせまった卒業に向けて、仕事

をするための技術やマナーを身に付

け、自分に合った仕事を考えるため

に、高等部３年生の就職希望者は５日

間の現場実習を行います。

一般高校

への進学
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１


